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道央圏
どうおうけん

連絡
れんらく

道路（一般国道３３７号） 

泉 郷
いずみさと

道路（中 央
ちゅうおう

ランプ～南 長 沼
みなみながぬま

ランプ）が 

令和２年３月７日（土）１５時に開通します！ 

～企業立地支援、石狩平野周辺地域の農産品の流通利便性向上、観光活性化に寄与～ 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※開通後の各ランプの通行方法については、別紙１をご参照ください。 

  開通に先立ち、開通記念式、通り初めを開催しますので、別紙２をご参照ください。 

 

 

 

 

 

○今回の開通により期待される主な効果 

 

効果１【企業立地の支援】 

農水産物の輸出拠点港湾等へ集約される際のルートとして利用され、道央圏連絡道路沿線の

工業団地では、集約された農水産物などの加工を行う製造品出荷額が増加しているなど、物

流業者や製造業者の企業立地が進んでいます。 

 

効果２【農産品の流通利便性向上】 

安全性の高い輸送ルートが形成され、北海道ブランド米をはじめとする農産品の流通利便性

が向上し、国内外への輸送支援に寄与します。 

 

効果３【観光の支援】 

北海道の玄関口である新千歳空港から、主要観光地への更なるアクセス向上に寄与し、北海

道内各地への来訪客増加や新たな観光周遊ルート形成が期待されています。 

【問合せ先】国土交通省 北海道開発局 札幌開発建設部 

 道路計画課    課  長 西山 泰幸（電話番号 011-611-0239 ダイヤルイン） 

都市圏道路計画課 課  長 阿部 正隆（電話番号 011-611-0216 ダイヤルイン） 

札幌開発建設部ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/sp/ 



道央圏連絡道路（一般国道３３７号）

泉郷道路 延長８．２ｋｍ

令和2年3月7日（土）開通

いずみさと

どうおうけんれんらく

〇 道央圏連絡道路は、千歳市を起点とし、小樽市に至る延長約８０ｋｍの地域高規格道
路であり、国際的な交流拠点である新千歳空港、国際拠点港湾苫小牧港、重要港湾石狩
湾新港及び小樽港を結び、札幌圏における人流・物流の連携を図る重要な役割を果たし
ます。

○今回は、中央ランプから南長沼ランプまでの８．２ｋｍの区間が令和2年3月７日（土）
15時に開通し、新千歳空港から国道２７４号までの安全性の高いルートで直結するこ
とから、企業立地の支援、農産品の輸送支援及び観光活性化の支援に寄与します。

▼横断図

南長沼ランプ

泉郷ランプ

札幌市

北広島市

恵庭市

千歳市

長沼町

南幌町
江別市

石狩市

岩見沢市

三笠市

奈井江町

栗山町

夕張市

由仁町

安平町

苫小牧市

▼事業の位置

泉郷道路
中央ランプ～南長沼ランプ

石狩・空知地域は、北海道で最も広い石狩平野にあり、冬期は頻発する地吹雪により
通行止めや視程障害が発生し交通課題となっています。

防雪林を備える道央圏連絡道路の整備により、安全な走行が可能となります。

輸送ルートの安全性向上

地吹雪・吹雪による
冬期視程障害 防雪林設置

地吹雪・吹き溜まり
による通行止め

冬期交通障害の緩和

※国道・道道及び既開通区間は、H27全国道路・街路交通情勢調査旅行速度により算出
※泉郷道路開通区間は規制速度70km/hより算出
※冬期速度は、Ｈ28～30年度ETC2.0プローブ速度(10月、2月)から算出した
冬期低減率を通常期速度に乗じ算出
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▼所要時間の変化（苫小牧港～石狩湾新港）
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企業立地の支援

農水産物の輸出促進基盤の整備と道央圏工業団地の立地状況

道央圏連絡道路（一般国道３３７号）
泉郷道路 令和2年3月7日開通

■新たな輸出成長分野として見込まれる農水産物の輸出増加に対応するため、農水産物輸出促進計画に基
づき港湾施設整備が推進され、当該道路は輸出拠点港湾等へ集約される際のルートとして利用されます。

■道央圏連絡道路沿線の工業団地では、集約された農水産物などの加工を行う製造品出荷額が増加してい
るなど、物流業者や製造業者の企業立地が進んでいます。
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【立地件数推移】
企業数

新千歳空港関連・
美原道路全線開通

泉郷道路
開通公表

石狩湾新港工業地域

【 立地企業の業種割合】

資料：石狩開発株式会社

流通

35%

機械・金属

25%

建設・建設資

材, 9%

住宅関連・化

学・印刷・紙加

工品, 9%

その他

22%

流通が全体の
約４割

※石狩新港工業地域に おける流通とは、
運輸、倉庫・物流センター、卸売を示す

全国・海外

全国・海外

石狩湾新港工業地域

千歳市工業団地

江別市

当別町石狩市

南幌町

長沼町

千歳市

：100ha以下

：1000ha以下

：1001ha以上

工業団地分譲済面積

凡 例

【うち、流通企業の増加した分譲面積の推移】

（万㎡） 泉郷道路
開通公表

新千歳空港関連・
美原道路全線開通

流通企業の分譲
面積が年々増加

年度

【自治体職員】

・千歳市には、空港および高規格幹線道路等周辺に工業団地が集積し、物流
事業者の立地が増えています。

・千歳市は、新千歳空港と苫小牧港とのダブルポートとして、連携した誘致
や展示会の出展等でＰＲしています。

・道央圏連絡道路が延伸することで、道内各地へのアクセス性が高まり、企
業立地が増えることによる地域活性化を期待しています。

声

千歳市工業団地

【立地企業の業種割合】

資料：千歳市
※オフィスアルカディア、流通業務団地を対象

流通が全体の
約2割

※千歳市工業団地
における流通とは、
運送業、倉庫業を
示す
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泉郷道路
開通公表

●新千歳空港
国際地区供用

●新千歳空港
発着枠拡大

（深夜・早朝）

●新千歳空港発着枠拡大
（32⇒42回/h）

企業数

新千歳空港関連・
美原道路全線開通

【立地件数の推移】
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【うち、運輸業の増加した分譲面積の推移】

※開通公表後
に増加

泉郷道路
開通公表

年度

（万㎡）

運輸業の分譲面
積が年々増加

新千歳空港関連・
美原道路全線開通

増毛港

輸出

泉郷道路

石狩湾新港
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苫小牧港
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【道央圏連絡道路沿線自治体の
製造品出荷額の伸び率】

資料：工業統計

※H21の製造品出荷額を1.0とした時の伸び率

農水産物輸出促進計画(国土交通省認定)：農
水産物の輸出促進に向けた港湾施設整備に対
する支援制度で、H29.5月に道内６港が認定

流通
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21%製造業

14%

その他

42%



その他

104千トン

20%

H30

全道

水稲収穫量

515千トン

空知
223千トン
43%

上川
151千トン
29%

石狩
36千トン,7%
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農産品の流通利便性向上

水稲収穫量全国上位都道府県
及び道内地域別収穫割合

全国第2位

資料：H30年産作物統計調査（農林水産省）

道産米の道外出荷量

道産米の輸出量の推移

資料：港湾統計

資料：平成30年度農畜産物及び加工食品の
移出実態調査結果報告書

（平成29年）（北海道開発局）

道産米全出荷量の

約7割を道外に出荷

17% 33%

31%
10% 9%

北海道

東北

関東・東山
北陸

近畿
中国

四国

九州

東海

道内港湾から出荷

される約９割を
苫小牧港が分担

全国・海外

道内唯一の
中国向け精米工場

ライスファクトリー
(石狩市)

H30.5.9農水省指定登録
※中国向けは全国で２箇所のみ
※同一工業団地に輸出可能な
燻煙倉庫があるのは石狩のみ

資料：大型米穀集出荷施設の整備状況 石狩・空知地区

苫小牧港・石狩湾新港への道産米輸送状況

海外

全国一の穀物乾燥調製施設
処理能力24,709トン/年
（H28.2時点）

深川マイナリー(深川市)

道央圏連絡道路（一般国道３３７号）
泉郷道路 令和2年3月7日開通

【ＪＡきたそらち職員】
・当ＪＡでは、新規精米施設が完成、
本州や海外の出荷量増加が期待さ
れます。

・道央圏連絡道路泉郷道路が整備さ
れると、苫小牧港への輸送ルート
として利用するため、安全性や確
実性が高まると思います。

■石狩平野周辺地域の水稲（米）は、全道生産量の約８割を占め、近年、河川改修事業による水害に強
い農地の確保や農業農村整備事業による生産性向上が期待されています。また、収穫後、道央圏連絡
道路を利用し苫小牧港等を経由して、海外や全国へ出荷しています。

■当該道路の整備により、安全性の高い輸送ルートが形成され、北海道ブランド米をはじめとする農産
品の流通利便性が向上し、国内外への輸送支援に寄与します。

河川改修事業

凡例

石狩平野周辺産
全道の８割

ほ場の区画拡大による生産性向上

ほ場の整備

ほ場数14枚（平均1.7ha）

遊水地の整備

農地の排水性向上及び冠水被害解
消により水害に強い農地を確保

国営農地再編整備事業
（南長沼地区）

<国土交通省北海道開発局>

河川改修事業（舞鶴地区）
<国土交通省北海道開発局>

TOPIC ～市場で評価の高い「切り花」～

・切り花は、市場のセリに合
わせた開花管理が重要です。
当別町で生産され新千歳空
港から道外へ集荷される切
り花は、道央圏連絡道路に
よる安定した輸送により適
切な開花管理が可能であり
本州の市場で高い評価を得
ています。
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資料：貿易統計（H21～H30年度）※海外援助米を含まない出荷量

新千歳空港関連
美原道路全線供用

輸出量が8年間で

40倍に増加

H30年度から

中国へ輸出開始
（約3百ｔトン）
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※石狩平野周辺とは、石狩・空知・上川地域を示します。

声

凡例

農産物輸送ルート

農業農村整備事業
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観光入込客数（道外客） 外国人宿泊客延数
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観光の支援（観光周遊ルート形成）

道央圏連絡道路（一般国道３３７号）
泉郷道路 令和2年3月7日開通

●国際地区供用

●発着枠拡大
（深夜・早朝）

●発着枠拡大
（32⇒42回/h）

資料：空港管理状況調書

新千歳空港の利用状況

北海道内の主要観光地

国際線ターミナル
地域再編事業
●

資料：H29航空旅客動態調査

北海道内の観光入込客数の推移

資料：北海道観光入込客数調査報告署
※H23は東日本大震災の影響による観光需要の落ち込み

観光入込客数（道外客）
（100万人）

■新千歳空港は北海道の玄関口として外国人観光客の約9割、道外客の約５割に利用されており、近年、
観光客は増加し、特に急増する国際線に対応する空港整備事業が推進されています。また、新千歳空港
から北海道内各地への移動手段は約５割が自動車交通となっています。

■当該道路の整備により、主要観光地への更なるアクセス向上に寄与し、北海道内各地への来訪客増加や
新たな観光周遊ルート形成が期待されています。

新千歳空港からの移動手動

新千歳空港国際線ターミナル地域
再編事業（R1年度供用予定）
・国際線エプロン（駐機スポット）拡張
・誘導路新設

小樽市

泉郷道路

ニセコ地域

スキー場

知床地域

ウトロ海岸の流氷
（世界自然遺産）

富良野地域

四季彩の丘

外国人宿泊客延数
（10万人）

函館山からの夜景

函館市

道南圏

オホーツク圏

道北圏

十勝圏

釧路根室圏

上川地域

旭山動物園年々増加

新千歳空港利用者が

年々増加

自動車交通が

約5割

新千歳空港から
十勝圏・

釧路根室圏へ

新千歳空港から
道北圏・

オホーツク圏へ

新千歳空港

室蘭市

空知

：炭鉄港エリア

凡例

TOPIC～日本遺産「炭鉄港」～
・近代北海道を築く基となった空知・室蘭・小樽を、石炭・
鉄鋼・港湾・鉄道という
テーマで結ぶことにより、
人と知識の新たな動きを
作り出そうとする「炭鉄
港」の取組は、令和元年
５月に「日本遺産」に認
定され、新たな周遊観光
として期待されています。

た ん て つ こ う

炭

港
鉄

【バスツアー事業者】
・道央圏連絡道路は新千歳空港を発着する
上川方面の旭山動物園等への外国人観光
客を含めたバスツアーで利用しています。

・空知の炭鉄港は道央圏連絡道路の整備に
より、今後は千歳空港から空知地方の炭
鉄港構成文化財を結ぶ新たな周遊ツアー
も期待できます。
【レンタカー協会】

・近年、新千歳空港からのレンタカー貸出
数が増加しており、泉郷道路開通により
更なる増加が期待できます。

声



ランプの通行について① 別紙１

■南長沼ランプの通行について

道の駅
「マオイの丘公園」

今回開通区間
令和２年３月７日（土）

１５時開通

事業中

至 千歳市街地至 日高町

至 札幌市

N

●泉郷ランプ、中央ランプ方向への通行が可能となります。
●南幌町方向へは事業中のため通行できません。
●本線との出入りでは、国道274号交差点部の信号指示に従って下さい。

至 南幌町

■位置図

泉郷ランプ

南長沼ランプ

N

祝梅ランプ事業中

至 千歳市街地

至 日高町

至 札幌市

千歳東ＩＣ

道の駅

「マオイの丘公園」

長沼町

千歳市

今回開通区間

令和２年３月７日（土）
１５時開通

本線へ進入
本線から出る

中央ランプ



■泉郷ランプの通行について

ランプの通行について②

■中央ランプの通行について

●南長沼ランプ方向、中央ランプ方向への通行が可能となります。
●本線から出る場合には、下図の「止まれ」標識にて一時停止となります。

至 中央ランプ

至 千歳市街地

至 長沼町

N

●本線から、泉郷ランプ方向への通行が可能となります。
●本線から出る場合には、下図の「止まれ」標識にて一時停止後、国道337号との十字路
交差点部の信号指示に従って下さい。

●北海道横断自動車道（道東道）千歳東ICへの通行方法は、いったん本線から出た後、
国道337号との十字路交差点部の信号指示に従って進入してください。
北海道横断自動車道（道東道）は有料区間となります。

N

今回開通区間
令和２年３月７日（土）

１５時開通

開通済区間

道央圏連絡道路

（本線）

千歳東ＩＣ

至 泉郷ランプ 至 祝梅ランプ

本線へ進入
本線から出る

本線へ進入
本線から出る

今回開通区間
令和２年３月７日（土）

１５時開通



別紙２ 

開通記念式 ・ 通り初めについて 

開通に先立ち、 以下のとおり 開通記念式、通り初めを開催しますので、 お知らせいたします。 

・開通記念式  日時：令和２年３月７日 （土） 開通記念式・はさみ入式／１０時００分 

・開通記念式  会場：北ガス文化ホール（千歳市民文化センター）（千歳市北栄２丁目２番１１号） 

・通り初め    日時：令和２年３月７日 （土） １２時１５分 

・開通記念式  会場：道央圏連絡道路本線上 中央ランプ 

※天候や路面状況等により、 通り初めの開始時刻が前後する場合があります。 

※会場等の都合から、事前の申込が必要となります。取材を希望される方は、２月２８日（金）（厳守） 

までに、 下記のＦＡＸ通信連絡票にて御連絡願います。 

※報道関係者への事前説明は、 別途御案内いたします。 

FAX通信連絡票 

札幌開発建設部 

広報官  宛 

(FAX:011-631-6018) 

件名 ： 開通記念式・通り初めの取材申込み 

下表のとおり 申し込みます。 

会社名（所属） 氏     名 電  話  番  号 

【注意事項】 

① 開通記念式・通り初めでの取材については、必ず開通記念式会場（北ガス文化ホール）にて受付を行ってください。 

② 取材に当たっては、 必ず社名入りの腕章を着用し、 現地担当者の指示に従ってください。 

③ 開通記念式・通り初めへ、車にてお越しの際は、誘導員の指示に従い報道関係者用駐車場を御利用ください。 

④ 開通記念式・通り初めでの撮影は、進行に支障の無い範囲でお願いいたします。 
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